
シハヌークビル港
施設概要と主な日本の支援実績/計画

フランス ①旧桟橋 1956-1960

フランス ②新岸壁（港内浚渫、倉庫含む） 1967-1970

円借款 ③シハヌークヴィル港緊急リハビリ事業 41.42億円 コンテナターミナル整備 1999-2006

円借款 ④シハヌークヴィル港緊急拡張事業 43.13億円 CTの整備拡張、荷役機械 2004-2009

無償 ⑤主要国際港湾保安施設・機材整備計画 9.27億円 Ｘ線検査装置・VTMS等（機材供与） 2006-2007

円借款 ⑥シハヌークヴィル経済特別区開発事業 36.51億円（＋ES借款3.18億円） 2005-2012

ADB ⑦鉄道ヤード 2014

円借款 ⑧シハヌークビル港多目的ターミナル整備事業 71.76億円 2009-2018

円借款 シハヌークビル港新コンテナターミナル整備事業 235.02億円 2017-

円借款 シハヌークビル港新コンテナターミナル拡張事業 第一期：413.88億円 2022-

無償 ⑨港湾近代化のための電子情報システム整備計画 13.4億円 2018-2022

無償 ⑩経済社会開発計画 2.0億円 CFS建設 2019-2022

無償 ⑪シハヌークビル港船舶航行安全システム（VTS）整備計画 11.32億円 2020-

無償 ⑫経済社会開発計画 15.00億円 MHCの供与 2021-2023

技協

シハヌークヴィル港整備計画調査（開発調査） 1995-1997

港湾管理運営能力強化プロジェクト（技術協力プロジェクト） 2007-2009

シハヌークビル港競争力強化調査プロジェクト（開発計画調査型技術協力） 2011-2012

シハヌークビル港コンテナターミナル経営・技術向上プロジェクト（円借款附帯プロジェクト） 2013-2016

電子海図策定支援プロジェクト（開発計画調査型技術協力） 2013-2016

港湾運営アドバイザー（有償資金協力専門家） 2009-

シハヌークビル港コンテナターミナル経営・技術向上プロジェクトフェーズ２（円借款附帯プロジェクト） 2018-2021

シハヌークビル港SEZ運営アドバイザー（有償資金協力専門家） 2018-2021

シハヌークビル港コンテナターミナル経営・技術向上プロジェクトフェーズ３（円借款附帯プロジェクト） 2022-

海投 シハヌークビル港整備・運営事業 2017

※日本の協力期間は年度表示、太字が実施中案件

③④コンテナターミナル
(L=400m)

②新岸壁(L=350m)

①旧桟橋
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⑧多目的ターミナ
ル
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⑦鉄道ヤー
ド

⑤ X線検査装
置
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⑩ CFS

⑥ SEZ

【円借款】経済特別区開
発
・総事業費39.22億円
・供与限度額36.51億円
・2012年開業

【円借款】既往コンテナターミナル
（緊急リハビリ・拡張）
・延長400m、水深11.5m、70万
TEU

【円借款】多目的ターミナル整備
・延長330m、水深13.5m及び延長
200m、水深7.5m
・2018年6月供用開始済

【円借款（実施中）】
新コンテナターミナル整備
・総事業費281.46億円、供与限度額235.02億円
・第１ターミナル（NCT1）：
延長350m、水深14.5m、45万TEU

：実施済

：実施中

【円借款（実施中）】
新コンテナターミナル拡張
・第２ターミナル（NCT２）：
延長400m、水深16.5m、57万TEU

・第３ターミナル（NCT３）：
延長430m、水深17.5m、62万TEU

2024年10月時点
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